
 

 

 

 

  

 

 

９月１日，長かった夏休みが終わり，原小学校に元気な子どもたちが戻ってきました。５名の転入

生を迎え，全校児童 1,120 名での第２学期スタートです。どの学級からも夏休みの楽しかった思い

出や，頑張った経験談などを発表する声が聞こえてきました。目を輝かせて話をする子どもたちの

様子から，充実した夏休みを過ごしたことがよくわかりました。 

また，所狭しと並べられた夏休みの作品の数々･･･。子どもたちの頑張った姿が伺えます。どんな

ことに興味や関心をもったのか，どれだけ愛着をもって制作や自由研究に取り組んだのかが伝わっ

てきました。 

さて， 昨年度から行われていた校舎の増築工事も無事に終わりました。通学路の変更や 

校庭の使用制限等で大変ご迷惑をおかけしました。保護者や地域の皆様のご理解とご協力を 

いただき誠にありがとうございました。今回増築された校舎には，現２年生（６学級）と， 

つばき学級が入ります。それに伴い，４年生及び５年生の一部の学級は，配置換えすることになりま

した。詳しくは，学校だより「山ゆり」をご覧ください。 

 

 

希望の言葉 
 先週の２学期始業式で，私は以下のように児童に話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでの人生を振り返ると，私は様々な言葉によって励まされ，勇気づけられてきました。その

言葉は，本の言葉であったり，歌の歌詞であったり，いろいろです。私は運が良いことに，上記のと

おり高校３年生の時，「希望の言葉」に出会いました。私たち教師の言葉というものは，時に，その

子の人生を左右する力をもつ場合があります。従って，私たち教職員は，子どもへ発する言葉の重み

を自覚し，責任をもっていかなければならないと思うのです。 
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